
５．この輸液・造影剤用保温庫 HH108RAの保温時間の目安について

５－１．保温テストに関する各条件の内容
　　　１．設定温度　　　　　　　　　　　３６．０℃
　　　２．周囲温度　　　　　　　　　　　２０．０℃
　　　３．生理食塩液の保管温度　　２０．０℃
　　　４．生理食塩液の保管時間　　４８時間
　　　５．使用機種　　　　　　　　　　　ＨＨ１８０ＲＡ－Ｃ２４Ｐ
　　　６．測定用センサーの温度精度±０．４℃およびセンサー測定位置位置【参考図　９】
　　　７．測定用ソフトバッグ【参考図　８】の形状と変形【参考図　９】について
　　　　　庫内に入れた時に想定される形状に変形させて最悪時の状態での保温とした。
　　　８．保温器の温度精度　　　　　保温テストのため設定値に対して限りなく近い保温で保温が出来るテスト設定条件下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保温管理範囲：設定値＋０℃／設定値－１．５℃
　　　９．保温条件　　　　　　　　　　　１２時間前から保温の電源スイッチをＯＮ／３６．０℃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周囲温度の影響　１℃内／周囲温度１２℃～２８℃内において。（弊社実測値）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扉の開け閉め回数　０回
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５００ｍｌ ソフトバッグ

２０００ｍｌ ソフトバッグ

▲

センサー ：

【参考図　８】　平らにおいた生理食塩液の寸法図

【参考図　１０】　実験上【上記５－１】の条件下での温まるデーター

【参考図　９】　変形させた生理食塩液の寸法図

３

５－２．保温テストデーターについて

　　　１．５００ｍｌのソフトバッグでは３５℃に達する時間は１時間４０分

　　　２．２０００ｍｌのソフトバッグでは３５℃に達する時間は３時間２０分

　　　３．整理食塩液の保管温度により上記図より【参考図　１０】　

　　　　　５００ｍｌのソフトバッグでは３５℃に達する時間は１時間２５分

　　　　　２０００ｍｌのソフトバッグでは３５℃に達する時間は２時間５０分

　　　４．各機種　ＨＨ１０８ＲＡ　は上記のデーターに準じています。（例：２００ｍｌは５００ｍｌよりも早く温まります。）

　　　５．使う担当の方は使用前にこの資料をお読み下さい。

　　　７．表面温度計での測定の場合は保温の温風温度をひろうので注意が必要です。※

　　　６．「治療の為に使える温度値」または「目的に適切な温度値」は病院様の保温値判断になります。※


